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やまがた市民福祉会 梅津隆夫氏

管理職養成学校の学びで、社会福祉の役割、財務管理の視点、管理職としての心構えなど幅広く学ぶ
ことができた。管理職は自分の思い描く社会福祉を実現できる立場であると同時に、厳しい批判にさ
らされることがある。そんなときに、この養成学校でつけた忍耐力が力になる。受講中は、３週間の
入院が余儀なくされたが、ゼミの仲間や同期の仲間が声をかけてくれた。一人では乗り越えることが
できなかっただろうと思う。みんなで支えあって励ましあって、愚痴を言い合って、学校を乗り越え
てほしいとのプレゼンテーションでした。

今回のMVP

表面：汎用パターン

権利としての社会福祉を守る全国の社会福祉法人のみなさん！ 分野と地域をこえて手をつなぎましょう！

～第4講座 ～財務分析～
管理職養成学校も折り返しを過ぎ、いよいよ佳境に入ってきました。第４講座では自

法人・自事業所の財務分析を行い、現状を理解し将来構想（第５講座）へとつなげてい
くことになります。
普段、財務に携わっていない受講生も多く苦手意識の強い講座となりますが、管理職

を担っていく上では避けては通れない課題です。

【第4講座のねらい】
①現場の実践と財務の数値が結びつけられるきっかけにする。
②自事業所の財務状況と経営課題を年間・中長期・月次管理の観点でつかめるようになる。
③自法人の理念や管理者の意思を反映した事業計画と財務管理を結び付けられるようになる。

今回のプレゼンは「自事業所の財務分析と事業計画」がテーマです。設定は職員会議で財
務分析を踏まえた上で財務計画を話し、ともにすすめる職員の合意形成を図ることです。ど
れだけ丁寧にわかりやすく簡潔にまとめるか、がポイントになります。３分の短い時間で伝
えるために、それぞれがグラフや表・写真・イラストなどを駆使したパワポを作成して臨み
ます。事前の自主ゼミでの練習の成果もあり、どの報告もわかりやすく伝わるものでした。
「単に資金収支差額が黒字だからよかったね」ということではなく、その中身の分析をし、
現預金・減価償却費・積立額などから自事業所の経営状況を把握し、改善のために何をすべ
きかを具体的に報告されていました。受講生自身も「実はうちの事業所の状況はこうだった
んだ」と改めての気づきが多くあったと思います。

第４講座は準備期間も長く、会計講座（基礎編・応用編）の受講、動画視聴、財務分析ワークシー
ト、SWOT分析、BSC（バランススコアカード）と第２講座終了後から立て続けに課題が出されます。
第３講座の課題と並行して取り組むわけですから、時間管理が大事になってきます。管理職に必要な
マネジメント力も鍛えられる、素晴らしい講座なのです。

保育園の子どもたちにも、最初から期待いっぱいで話しかける子、様子を
見てくる子と様々。受講する皆さんも、仲間と共に自分の未知、知らない
部分に歩んでいくこと、自分の枠に入るだけではなく、その範囲を広げて
もらいたいと思う。１年後の自分の姿を想像してもらいたい。法人側とし
ても、養成学校事務局から電話をもらい、法人でのプレゼンの発表の機会
を設けてもらえたらと助言をいただき、それを法人で実行している。

財務を“語れる管理職”へ ― 自事業所を見つめ直す3分間プレゼン

事務局の舞台裏

私は、同友会時代の第7期管理職養成学校を受講しました。そのご縁で、現
在は全国会議として運営されている学校の事務局に関わっています。2019年
度に7期で出会った仲間とは今も年に一度集い、全国会議の研修や交流会でも
再会を重ねています。職場や立場が変わっても、率直に想いや課題を語り合
える関係は、私にとってかけがえのない財産です。

現在は事務局という立場で、受講生や仲間から多くの学びと刺激を受け、それを日々の施設運
営や仕事づくりに活かしています。学びと気づき、そしてつながりを得られるこの管理職養成学
校に関われていることを嬉しく思っています。

社会福祉法人名古屋キリスト教社会館 伊藤 輝人



第２部では、。

タイトルを入れる

～閉会の挨拶 黒川久美理事より ～

管理と経営は似ているようで違うことを意識してほしい。「管
理」は、本来やるべきことをおこなうこと、事故を起こさず、安
定的に事業を運営することであるが、「経営」は財務や人事、法

人の方向性を考えないといけない。方向性のない「経営」はあり
得ない、という強い言葉と、管理職や経営職は日々の仕事の中
で「ゆらぎ」が出てくると思うが、学校で学びあうことを活かし
てほしい、卒業したあとにはぜひ一緒にビールを飲みましょう！
とお話いただきました。

表面：汎用パターン

権利としての社会福祉を守る全国の社会福祉法人のみなさん！ 分野と地域をこえて手をつなぎましょう！

養成学校という名の「航海」に出発しました！

【開校式のねらい】 

① 管理職養成学校発祥の経緯や意義を理解することにより、受講生の学習意欲を高める
②受講生の緊張や不安を緩和し、さらに仲間意識や連帯感を高める機会とする
③管理職養成学校について、受講生・当該施設(法人)の双方に説明することで、本学校の目的や学
習方法等の共有化をはかる

名北福祉会 梶村智美氏
１つ目、講義を受けて福祉全体に視野がひろがった。難しい講義だったが、講義の後にゼミの仲間と復習したり、予習を
したことで学びが深まった。２つ目、人に助けを求めることの心地よさを感じることができた。頼ったり頼られることが
大切だと感じている。そして ３つ目は、ゼミでは力をもらった。同じ志をもった「なかま」と楽しみながらチャレン
ジをしていってほしい。学校生活に「いってらっしゃーい」と受講の先輩として温かい声をかけてくれました。

第４期卒業生による、プレゼンデモンストレーション～②

保育園の子どもたちにも、最初から期待いっぱいで話しかける子、様子を見てくる子と様々。受講する皆さ
んも、仲間と共に自分の未知、知らない部分に歩んでいくこと、自分の枠に入るだけではなく、その範囲を
広げてもらいたいと思う。１年後の自分の姿を想像してもらいたい。法人側としても、養成学校事務局から
電話をもらい、法人でのプレゼンの発表の機会を設けてもらえたらと助言をいただき、それを法人で実行し
ている。法人にとっても、そのプレゼンを通して議論を重ねていった経緯がある。そんな法人にとっても有
意義な学校となった。学校の仲間と共にいろんなことをチャレンジして学校生活をしてほしいとエールを
送っていただきました。

人間って本当にいいな、仲間って本当にいいな、という内容の開校式だった。そんなことを深まる学校生
活を送ってほしい、との言葉で開校式１部が締めくくられました。

次回：第5講座
卒業発表・中長期事業計画

2026年1月29日(木) 

これまでの学びを土台に、
自事業所のプロジェクト
チームで描く中長期計画
をプレゼンします。

＊＊お知らせ＊＊

伝えることで見えてくる学び

名北福祉会 梶村智美氏
１つ目、講義を受けて福祉全体に視
野がひろがった。難しい講義だった
が、講義の後にゼミの仲間と復習し
たり、予習をしたことで学びが深
まった。２つ目、人に助けを求める
ことの心地よさを感じることができ
た

チーム わくわく

Dream☆Diary

その後は、講師である山本先生による講評とまと
めの講義が行われ、「誰に、何を伝えたいのかを明確
にすること」「比較することで初めて強みや弱みが見
えてくること」など、プレゼンの基本となる視点が改
めて示されました。

プレゼン発表を終え、少しほっとした表情を見せる
受講生の皆さん。午後の最初は、各ゼミに分かれてプ
レゼンの振り返りを行いました。「財務を三つの財布
に表現した資料が分かりやすかった」「聞いている職
員さんが一緒に頑張ろうと思える話だった」など、発
表内容を振り返りながら、伝え方や構成だけでなく、
どう伝わることが大切なのかについて意見が交わされ
ました。

講義では、SWOT分析およびBSC（バランス・スコアカー
ド）の作成ポイントについて、具体例を交えながら説明が
行われました。「強みと弱みは紙一重であること」「人を
どう捉えるかが法人の姿勢を表すこと」など、自事業所の
分析を見直すための多くの視点が示されました。

後半は、ある社会福祉法人が運営するA保育園の決算書
を題材に、数値から課題を読み取り、経営改善の方向性を
検討する総合問題に取り組みました。数字と現場の出来事
を結びつけて考えることで、日常的に財務に関わらない職
員にとっても、経営を見る視点が深まる実践的な学びの時
間となりました。

数字から経営を読み解く視点
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